
JAMSECの

フランジ締結技能講習
フランジ締結作業者向け
最低限知っておいて欲しい知識と技量の習得
施工業界で作り上げた、標準化された教育プログラム
＜会員企業が、どこででも、同じ講習を無料で受講できる＞

フランジ締結に関する基礎知識について講義及びボルト軸力を視える
化したB･S教材を用いた実技で理解し、ボルト締結の肝を習得する。
B･S教材では、適切なフランジ締結ができたがどうか確認できる。

 フランジ締結技能講習 4つのポイント
① JAMSEC認定講師による技能講習

② 施工業界で標準化した資料を用いた
基礎講習と理解度テスト

③ B･S教材使用の実技講習と技量確認

※B･S（ボルティング･シミュレータ）
④ 受講証とシール発行、受講者管理

 フランジ締結体 3要素の理解（Ⅰ.フランジ、Ⅱ.ボルト、Ⅲ.ガスケット）

◆フランジ継手と溶接接手

どちらの継手も、内容物を漏えいさせないこと

・溶接接手；開放不可の半永久設備で、資格や施工管理を重視。
管理者及び作業者に対して公的な資格が存在する。

・フランジ継手；締結ボルトによって開放可能（メンテナンスに有効）、
管理者及び作業者に対する公的資格がない。

日本高圧力技術協会 フランジ締結作業トレーニング指針（HPI TR Z110:2018）が
発行され、一部の設備オーナ殿による独自資格や作業制限が実施されている。

 作業者の技量に関しては、施工業界の取り組みが必要と考え、施工業界の団体
である日本メンテナンス工業会（JAMSEC）にフランジ締結WGを発足し検討しました。

 フランジ締結作業者に最低限知っておいて欲しい知識と技量を習得することを目
的とした「フランジ締結技能講習制度」を構築しました。

 フランジ締結作業者のボトムアップが図れます。

 標準B･SとしてBT Master（ニチアス製）を採用していますが、D-BOLVIS（明治屋製）
とMSTS（バルカー製）についても適用可能となり、実績もできました。

 本制度は、2021年から実績を重ね、技能講習受講者は7,700名を超え、認定講師
は28社189名が登録されています。

 多くの設備オーナ殿の賛同を得て、適用拡大中です。
ENEOS殿全製油所では、JAMSEC技能講習制度へ完全移行予定（2024年4月)。
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Ⅱ.ボルト
・弾性相互作用：複数のボルトを
均等に締付けることは容易でない

➠締付け手順が重要

Ⅰ.フランジ
・良好なガスケット座
・フランジローテーションが起きる

Ⅲ.ガスケット
・ガスケットが圧縮された反発力でシーリング
（平行に､十分に､均等に）
・応力緩和が発生（圧縮後に反発力が低下）

JAMSECフランジ締結技能講習制度は、JAMSECフランジ締結WGメンバーにて策定
され、JAMSECで運用しています。2022年度からは、認定講師全員をメンバーとする
「認定講師連絡会」の形態で、JAMSECフランジ締結技能講習制度を推進しています。
WGメンバー 7社：レイズネクスト､山九､高田工業所､千代田工商､日揮､中部プラントサービス､JFEプラントエンジ
連絡会委員 8社：レイズネクスト､山九､高田工業所､千代田XO､日揮､中部プラントサービス､ニチアス､バルカー

「2022年度の定修工事では、フランジ教育によりフランジ締結作業を起因とする
フランジトラブルが発生していない」 との設備オーナー殿からの声があります。



Point① 工業会の認定講師による
技能講習

（教える人によって、その効果は違う）

どこででも､同じ講習が受講できる

認定講師の要件:
１．会員企業から推薦を受けた社員（専属契約者、

連結子会社員を含む）
２．フランジ締結教育における講師スキルがある者

（ HPI TR Z110管理者相当訓練修了者 ）
３．JAMSEC認定講師として技能講習を行う予定

があり、スキルアップ研修に参加できる者 

認定講師審査会にて認定

認定講師IDと講師認定証の発行
（5年間有効）

更新条件：
 技能講習と
スキルアップ研修
 の参加実績にて判断

Point④ JAMSEC受講証とシール
発行による受講者管理

技能講習受講の証 

・受講証（カードサイズ）
  （受講日より5年間有効） 
・受講済み識別用のヘルメットシール

受講者管理（講習実施会社） 

・B･S出力データ管理 （エクセルVBA）

受講者管理（JAMSEC） 

・受講日､個人ID､講師IDのみ管理

Point② 業界で標準化した資料を
用いた基礎講習と理解度テスト

教育資料：フランジ締結作業者に
最低限知っておいて
欲しい知識の習得

スライド8枚に集約した資料； 
2in1-A3冊子印刷にて1枚に収納、
見開き部分にポイントを集約
※新たなVer2 (2023.4/1版）適用
   （下図参照）

本資料を使用した
基礎講習（約20分）と
理解度テスト（10問）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※下記、個人情報の取扱いについて同意します。

1
フランジから漏れない締め付けを行うためには、フランジ、ボルト、ガ
スケットの正しい知識が必要である

（　　　）

2
ボルトをしっかり締めれば漏れないので、締め付け前のセットアップは
重要ではない

（　　　）

3
ボルトは最初から１００％の締め付けトルクで締めても問題を生じるこ
とは無い

（　　　）

4
フランジに多少の芯ずれがあってもしっかり締めれば漏れることは無い
ので、芯ずれは重要ではない

（　　　）

5 片締めを起こさないためには、フランジの並行度の確認が必要である （　　　）

6
ボルトの締め付けは、最初は対角に少しずつトルクを増して締めていき
１００％のトルク迄行う

（　　　）

7
漏れはフランジとガスケットの接触面より発生するのでその部分をしっ
かり手入れすれば、ボルトは多少さびていても手入れする必要はない

（　　　）

8 対角締めで１００％まで締め付ければ本締めの必要はない （　　　）

9
ガスケットは装着時に芯がずれていると漏れることがあるので、ガス
ケットの芯がずれないようにフランジを締める必要がある

（　　　）

10
フランジ開放時にボルトを緩めるときは、被液に注意して体より遠いボ
ルトから緩める

（　　　）

フランジ締結基礎講習　確認問題

実施日 ２０２　年　　月　　日

所属会社

氏名

実施会社

受講番号

講師名

事務局記載【個人情報の取扱いについて】
本講習を通じて得られた情報については、技能講習実施
会社にてフランジ締結技能講習受講管理の目的で利用し
ますが、この目的以外に利用することは致しません。
なお、不合格となった場合は、これらの情報は破棄させ
ていただきます。

Point③ B･S教材使用の実技講習
と技量確認

実技講習：ボルト軸力を視える化
したB・S教材で､フランジ締結時の
フランジ挙動を理解（約10分）

  ・ トルクとボルト軸力の関係
  ・ セットアップと初期締付けの重要性
  ・ 弾性相互作用 （締結時と開放時）

フランジ締結の基本
①適切なセットアップと初期締付け
②段階的で十分な締付け
③均等な円周締付け
  ・理想的な締付け手順；ナット回転角法
  ・より効率的なJIS手順；トルク管理法

フランジ締結による技量確認
・BT Master（ニチアス製）：合格(rank A,B,C)
・D-BOLVIS（明治屋製）：合格(super,★★★,★★,★)
・MSTS（バルカー製）：合格(Best,Better,Good)
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